
フランチェスコ・パオロ・トスティ                       

（Francesco Paolo Tosti, 1846–1916）は、主にイタリア語の歌曲を中心に作曲を行

い、彼の作品はロマン派音楽の甘美な抒情性とメロディの美しさで知られていま

す。トスティの歌曲は「サロン音楽」の代表的な例とされ、感情豊かなメロディが多

くの人々に愛されています。 

「君なんかもう」(Non t'amo più) 

• 概要: 恋人への冷めた気持ちと、かつての愛への未練が入り混じった感情を描

いた歌詞が特徴的です。 

• 音楽の特徴: メロディは甘く美しいが、歌詞の内容には切なさが表現されていま

す。豊かな感情の表出が求められ、特に声楽の技術が試されます。 

 「理想の人」(L'ultima canzone) 

• 概要: 別れの場面を描いた悲しげな歌で、愛する人との最後の瞬間をテーマに

しています。 

• 音楽の特徴: メロディはロマンチックで叙情的。ピアノ伴奏も繊細で、歌詞の感

情を支えるように構成されています。感傷的な雰囲気が曲全体を包み込みま

す。 

「忘れな草」(Marechiare) 

• 概要: ナポリの美しい情景を歌った曲で、恋人と海辺で過ごすロマンティックなひ

と時を描いています。 

• 音楽の特徴: 陽気で軽快なリズムが特徴的。ナポリ音楽の影響を受けており、

明るい旋律とリズミカルな伴奏が印象的です。 

 「暁は光と共に」(Ideale) 

• 概要: 目の前に広がる風景と、愛する人の姿を重ね合わせて歌った作品で

す。理想の恋人の存在が曲中で美しく表現されています。 



• 音楽の特徴: メロディはとても抒情的で、しっとりとした美しさがあります。ピアノ  

伴奏も流れるような動きを持ち、穏やかな感情が漂っています。 

「夢」(Sogno) 

• 概要: 夢の中で愛する人と再会し、その喜びと悲しみを歌った作品です。幻想

的な雰囲気が特徴的です。 

• 音楽の特徴: 穏やかでメランコリックなメロディが印象的で、ゆったりとしたリズム

の中に情感が豊かに表現されています。ピアノ伴奏も夢幻的で、歌詞の内容と

調和しています。 

 「愛の言葉」(A vucchella) 

• 概要: ナポリ方言で書かれた愛の歌で、恋人の唇を「小さなバラのようなもの」と

して賛美する情熱的な作品です。 

• 音楽の特徴: 明るく、躍動感のある旋律で、愛の喜びと情熱を表現していま

す。ナポリ音楽の特徴であるリズムのはっきりした伴奏が全体を支えています。 

「さようなら」(Addio) 

• 概要: 別れの瞬間を描いた曲で、愛する人との別れの痛みと悲しみを歌ってい

ます。 

• 音楽の特徴: 曲のメロディはシンプルでありながら深い感情を持っており、ゆったり

としたテンポが悲しみの感情を強調しています。伴奏も静かで、歌声を際立たせ

ています。 

 「花の香り」(L'alba separa dalla luce l'ombra) 

• 概要: 夜明けと共に別れの瞬間が訪れるという内容で、自然の移り変わりと感

情が重なり合うように描かれています。 

• 音楽の特徴: ダイナミックなメロディラインと、緊張感のある伴奏が特徴的。感情

の揺れを表現するために、声楽のテクニックが必要です。 

 「永遠の愛」(Lungi dal caro bene) 



• 概要: 愛する人と離れて暮らす辛さを歌った作品です。離れていても心の中で

はその存在が近くに感じられるという内容です。 

• 音楽の特徴: 悲しみと希望が交錯する旋律が特徴。ゆったりとしたリズムの中

に、感情の奥深さが感じられます。 

 「光と影」(Tristezza) 

• 概要: 別れや悲しみをテーマにした作品で、人生の儚さを歌っています。 

• 音楽の特徴: しっとりとしたメロディと静かな伴奏が、この曲の悲しみを強調してい

ます。シンプルな構成ながらも、深い感情を込めて歌うことが求められます。 

トスティの歌曲は、イタリアの抒情的な美しさとロマン派的な情熱が見事に融合しており、

感情の豊かさやメロディの美しさで多くの人に愛されています。 
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